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質疑応答 
 
質問者① JAXA 環境試験技術ユニット 施様

6 軸同時加振の際、回転も含めた 6 自由度の位相をどのように定義しているのか。例えば x

軸方向で何 G、y 軸方向で何 G、更に位相差がこの程度、というように複数ケースを与えら

れているのか。

発表者

6 軸加振はシミュレーションの結果をまず 6 自由度で算出し、その結果と全く同じになるよ

うに、油圧のテーブルをチューニングして時系列を合わせこむことで実施する。その為、

おそらく±５％程度のレベルで加速度・位相を合わせこむことができる。ただし、このチ

ューニングには半日程度の時間がかかった。
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